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町
民
文
芸

町民文芸に掲載を希望
される方は、前月の 20
日頃までに政策推進課
までお送りください。
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日
和
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短
歌
会

秋
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沖
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た
ゑ
子
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い
つ
ま
で
も
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続
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こ
の
日
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季
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違
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林
和
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神
社
巡
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降
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中
ゆ
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時
は
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友
は
言
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宮
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和
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碁
な
り
せ
ば
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天
円
四
方
」
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あ
り
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の
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眼
を
凝
ら
し
葉
群
に
捜
す
酢
橘
の
実
一
つ
だ
に
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く
青
空
ひ
ろ
ぐ
　
　
　
　
　
　（
福
井
郁
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●
投
稿
短
歌

四
十
マ
イ
ル
の
投
縄
作
業
や
り
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へ
て
眠
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手
だ
て
の
酒
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酌
む
て
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　（
下
町
昭
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●
由
岐
句
会

哲
学
の
道
に
彷
徨
う
秋
思
か
な
　
　 

　
　
　
　（
四
宮
朋
和
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方
角
を
決
め
ず
に
秋
の
流
れ
雲
　
　
　
　
　（
青
山
文
夫
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山
雲
の
下
り
来
る
夕
べ
虫
し
ぐ
れ
　
　
　
　（
森
本
富
美
子
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虫
す
だ
く
村
に
外
灯
と
も
る
頃
　
　
　
　
　（
片
山
宇
野
代
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生
国
の
山
河
ひ
た
す
ら
秋
の
声
　
　
　
　
　（
中
川
秀
司
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正
面
に
坐
る
山
よ
り
秋
の
声
　
　
　
　
　
　（
住
谷
喜
舟
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独
語
し
て
己
鞭
打
つ
秋
の
暮
　
　
　
　
　
　（
戎
谷
久
代
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ま
な
か
い
に
島
引
き
寄
す
る
秋
の
潮
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戎
谷
利
公
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蒔
き
お
え
て
印
つ
け
た
り
秋
う
ら
ら
　
　
　（
下
町
昭
）

山
門
を
風
と
く
ぐ
り
て
萩
の
花
　
　
　
　
　（
森
淨
子
）

●
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佐
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秋
天
へ
今
日
の
し
あ
わ
せ
濯
ぎ
干
す
　
　
　（
白
河
輝
女
）

時
忘
れ
読
書
が
進
む
秋
の
夜
　
　
　
　
　
　（
森
公
子
）

鰡
と
ん
で
転
生
の
如
輪
を
拡
ぐ
　
　
　
　
　（
橋
本
ま
り
子
）

亡
き
息
子
お
盆
に
帰
る
待
ち
わ
び
て
　
　
　（
石
川
鳳
仙
）

訓
練
の
ヘ
リ
の
轟
音
震
災
忌
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本
庄
潮
乃
）

道
す
が
ら
し
り
と
り
遊
び
空
高
し
　
　
　
　（
福
井
咲
希
）

●
時
雨
庵
俳
句

父
祖
の
田
を
守
る
律
儀
や
桐
一
葉
　
　
　
　（
名
田
み
や
女
）

路
地
裏
に
風
船
か
ず
ら
と
棲
み
分
け
て
　
　（
勝
瑞
高
春
）

●
投
稿
俳
句

松
根
油
採
り
し
名
残
り
や
夾
竹
桃
　
　
　
　（
岡
本
真
砂
）

世界の言語
-World Languages-

このコーナーでは、毎月様々な場面で使える、
世界の様々な言語を紹介していきます。

▶日本語訳： 親愛なる〇〇様
▶使う場面：  少々フォーマルな印象を出した

い時に使います。ESTIMADO
は男性の名前の前に、若しく
は SR.（S

セ ニ ョ ー ル
ENOR) と組み合わせ

て使ってもより丁寧に聞こえま
す。女性の場合は、名前の前に
ESTIMADA。

● E
エ ス テ ィ マ ー ド
STIMADO / E

エ ス テ ィ マ ー ダ
STIMADA

今回のテーマ。

「ビジネス編（スペイン語）」

● S
セ ニ ョ ー ル
ENOR(SR.) 男性の敬称

● S
セ ニ ョ ー ラ
ENORA(SRTA.) 既婚女性の敬称

● S
セ ニ ョ リ ー タ
ENORITA(SRTA.) 未婚女性の敬称

● P
ポ ス ト ダ タ
OSTDATA(PD.) 追伸

覚えておきたいスペイン語の単語集
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_ 美波の文化・歴史を訪ねる10
美波町の各所に残る文化財や史跡を写
真とともに紹介していきます。
出典：美波町歴史散歩

　赤松字阿地屋 39 番地に赤松神社があり、その境内
は七反二畝三歩（約 72a）あり広いです。
　境内の森林は立派で、その林内に一周約 300m の
馬場があり、その昔参拝の馬が、この馬場を巡回したり、
草競馬があったと伝えられています。馬場は境内の小
さな丘の周りを幅約 10m の通路をめぐらし玉砂利がし
かれその周囲に石の垣をめぐらしています。
　石燈篭は、赤松神社拝殿の左右に 1 基ずつあり、高
さは 1.58m で小型です。脚部に円柱に「享保二酉六
月吉日」「赤松村惣氏子」と刻まれており花崗岩製です。

赤松神社の境内と石燈篭

【お問い合わせ】
日和佐公民館☎ 0884-77-0028

由岐公民館☎ 0884-78-0007境内

11月の予定

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

●図書資料館イベント
※新型コロナウイルス感染状況によって中止することがございます。ご了承ください。HIWASA
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イベント 日程 時間

おはなしの時間 10/21 ㈯ 10：30～11：00

小さなおはなし会 10/31 ㈫ 10：30～10：50
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休館日（毎週月曜日（祝日に当たるときは翌日も） 、祝日、年末年始） イベント

美波町日和佐図書・資料館☎ 0884-77-2733
開館時間：火曜日～金曜日 10:00 ～ 18:00　土曜日・日曜日 10:00 ～ 17:00

おはなし会

● 10月・11月の予定

●おすすめ図書

代わり映えしないおかずこそ、家族
の歴史がつまっている。明日香風の
定番料理、炊飯器と競って作る晩ご
はん、名もなきおかずなど、和田
明日香が普段家族に作っているごは
んを紹介。「10 年かかって地味ごは
ん。」の続編。

楽ありゃ苦もある地味ごはん。
著 和田 明日香（主婦の友社）

●サーカスの子：稲泉 連
●十戒：夕木 春央
●百年の子：古内 一絵
●わたしたちに翼はいらない：寺地はるな
●あなたが誰かを殺した：東野 圭吾
●７７７トリプルセブン：伊坂 幸太郎
●ちぎれた鎖と光の切れ端：荒木 あかね
●桜の血族：吉川 英梨

新刊一般図書

●おだんごダイブ：大塚 健太
●おちばいちば：西原 みのり
●ハロウィンセブン：もとした いづみ
●おいもだいさくせん：しのだ こうへい
●けろずもう：つるた あき
●はけたよずぼんぼん：ｍｉｎｃｈｉ

新刊児童書

●新刊図書案内
禍
著 小田 雅久仁（新潮社）

壊れかけた人生を生きてきた女は、
報酬金に目が眩み、とある宗教団体
が執り行う< 髪譲りの儀 > にサクラ
として参加するが…。「髪禍」など、
恍惚の淵に待ち受ける破局と創生を
描く全 7 編を収録。『小説新潮』掲
載を単行本化。

10月の予定

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

● R
レ ク エ ル ド ス
ECUERDOS A

ア
 〇〇〇

▶日本語訳： 〇〇〇によろしく
▶使う場面：  R E C U E R D O S  A  T

ト ド ス
ODOS

（ 皆 さ ん に よ ろ し く ） や
RECUERDOS A A

ア ミ ー ゴ ス
MIGOS（お

友だちによろしく）など、いろ
いろなバージョンに変えて使っ
てみましょう。

石燈篭


